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問合せ先 

課 題 

成  果 

事 業 名   平成24年度 子ども読書ボランティアリーダー養成講座（中越地区） 
         
       子どもの読書活動を推進するため、既に活動している子ども読書ボランティア
目 的  の更なる資質の向上を目指して講座等を開催し、地域におけるリーダーの育成と 

ネットワークの構築を図る。  
 
実施主体  新潟県教育庁生涯学習推進課・中越教育事務所社会教育課 
 
参加対象  読み聞かせや学校図書館支援など、子ども読書活  参加者数   延べ１３３名 

 動にボランティアとして参加した経験のある方 
 
回 数  ４回       日 数    ４日        時 間   １０時間 
                                     （２時間２回、３時間２回） 
場 所  魚沼市中央公民館 中ホール 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

９月６日（木） 
13:30～15:30 絵本の楽しさを伝えるには 新潟大学非常勤講師 

錦 恵美子 様
内容 
 ・ 
方法 

・絵本や読み聞かせは子どもの心の成長をうながすことや、読み聞かせは読み手にとっても
成長の機会であること、絵本の楽しさを伝える選書の仕方や絵の見せ方、繰り返し読むこ
との大切さなどの講義                           [55名] 

２ 
 

期日･時間  テーマ 講師等 

９月25日（木） 
13:30～16:30 

ボイストレーニング➀「読み聞かせの声の役割を考える」 
読み聞かせ➀「声の出る仕組みを頭に入れての読み聞かせ」
グループワーク➀「自己紹介・活動の紹介」～参加者の交流を図りましょう～

フリーアナウンサー 
平井 葉子 様

内容 
･ 

方法 
・「自然な声」「自然な音」の大切さと読み聞かせでの声の役割と出し方の講義 
・小グループによる話し合いを通しての交流                  [29名] 

３ 

期日・時間 テーマ 講師等 
10月25日（木） 
13:30～15:30 

ボイストレーニング②「生の声で聞く音の効果を知る」 
読み聞かせ②「生の声を生かす読み聞かせ」 

フリーアナウンサー 
平井 葉子 様

内容 
 ･ 
方法 

・生の声で語りかけることで伝わる心や感性があることの講義 
・グループに分かれての読み聞かせと意見交換                ［24名］

４ 

期日・時間 テーマ 講師等 

11月22日（木） 
13:30～16:30 

ボイストレーニング③「声の効果の大きさを知る」 
読み聞かせ③「聞くことの楽しさを伝える読み聞かせ」 
グループワーク②「子どものための読書活動の推進」 

～子どもたちに読書楽しさを伝えるためには～ 

フリーアナウンサー 
平井 葉子 様

内容 
 ･ 
方法 

・聞き手一人一人の想像を広げる上での声の効果と読み手と聞き手との関係等の講義 
・グループに分かれての読み聞かせと意見交換  
・課題と今後の取組についてＫＪ法を取り入れた話し合い           ［25名］ 

会場を魚沼市にしたことにより、これまで参加が無かった団体や地域から多くの参
加者があった。また、魚沼市と連携した取組ができた。 

第１回目の講義は、講演会として参加者を募ったこともあり、講座受講者以外から
も参加してもらい、噺や読み聞かせが子どもの心に与える効果について知ってもらう
機会となった。第２～４回の講座は、自分の「生の声・音」の大切さを実感してもら
い、受講者の今後の取組の意欲につながった。 

グループワークの時間が短かったことは反省点であるが、交流の機会となった。 
 

        受講者の取組を市町村に情報提供し、受講者やボランティア団体が、市町村と連携
して取組を進められるような支援が必要である。 

  
新潟県教育庁中越教育事務所社会教育課（担当：島田敏夫）TEL0258(38)2652 
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事 業 名   平成２４年度 子ども読書ボランティアリーダー養成講座（下越地区） 
 
目 的  子どもの読書活動を推進するため、既に活動している子ども読書ボランティアの更なる

質の向上を目指して講座等を開催し、地域におけるリーダーの育成とネットワークの構
築を図る。 

 
実施主体  新潟県教育庁生涯学習推進課・下越教育事務所社会教育課 
 
参加対象   読み聞かせ等の子ども読書ボランティア活動に参加   参加者数   延べ１８３名 
      した経験のある方  
回 数    ５  回       日 数    ５  日       時 間  １０時間  
 
場 所    新発田市立図書館 会議室    
内 容   
回 期日・時間 テーマ 講  師 

１ 
10月４日(木) 
10：00～12：00 ○ 「絵本のたのしさを伝えるためには」 新潟大学教育学部 非常勤講師 

       錦 恵美子 様   
内容 
・ 
方法 

・語彙力の低い若者たちへ 
・読書という体験 
・年齢によるその時々のかかわり                                                   ＜51名＞ 

２ 
10月11日(木) 
10：00～12：00 

○ 「読む技術・聞かせる技術Ⅰ」 
～読み聞かせでの声の役割と音の効果～ 

フリーアナウンサー
教育ボランティアの会 会長 

平井 葉子 様 
内容 
・ 
方法 

・音の出る仕組み (母音と子音、鼻濁音、イントネーション、アクセント) 
・生の声の効果 (生の声で聞く物語の美しさ、声の効果の大きさを知る) 
・発声練習とグループ内で声を確認し合う演習                             ＜35名＞ 

３ 
11月 ８日(木) 
10：00～12：00 

○ 「読む技術・聞かせる技術Ⅱ」 
～読み聞かせでの発声法～ 

フリーアナウンサー
教育ボランティアの会 会長 

平井 葉子 様 
内容 
・ 
方法 

・声の出し方 (腹式呼吸、おなかから声を出す、声の大きさの調整) 
・声の出やすい状態をつくる (自然な姿勢、息から声に、声の保持) 
・腹式呼吸の練習とグループ内で持参した本の読み聞かせの演習                       ＜35名＞ 

４ 
11月１日(木) 
10：00～12：00 

○ 「ブックトークってなぁーに」 
  ～ブックトークの説明、組み立て方など～ 

三条市役所市民部生涯学習課 
長谷川  優子 様 

内容 
・ 
方法 

・ブックトークの説明  (テーマ決め、選書、紹介の順番と方法、実践、終わったら) 
・グループ内で課題の発表と次回の取組についての話し合い                  

＜34名＞ 

５ 
11月８日(木) 
10：00～12：00 

○ 「やってみようブックトーク」 
  ～ブックトークで組み立て、発表～ 

三条市役所市民部生涯学習課 
長谷川  優子 様 

内容 
・ 
方法 

・講師によるブックトークの実演 
・グループでブックトークの組み立て、発表(テーマ：春・夏・秋・冬、４グループ) 
・発表への指導・講評                                                                ＜29名＞ 

             
          ・第１回目の錦先生の講演では、読書ボランティアの他、学校図書館や子育て支援ボラン 
成 果   ティアの受講希望があり、予想を上回る受講者の参加があった。講師の錦先生からは、学校

や図書館での読書活動だけでなく、家庭教育でも読書活動は重要である、というこれからの
読書活動推進に向けた深い内容の講義であった。 

          ・第２・３回目の平井先生の講義と演習では、｢自然な音が心地よく聞きやすい、自分の声
に自信を持ってほしい｣ということから、受講生は声を出す練習を通して自分の声を確認
することができ、読み聞かせにおける上でベースとなる面から、大きな収穫となった。 

・第４・５回目の長谷川先生の講義と演習では、ブックトークの説明を受けた受講生がグ
ループでブックトークを組み立て、発表した。講師の指導・講評を受けた受講生からは、
ブックトークをもっと学びたい、実践してみたいという意見が多く出された。   

課 題  ・受講者の都合を考慮すれば、半日日程で５回は検討が必要と考える。また、受講生の演
習の充実を考えた場合、３人の講師による講座は慌ただしい感じを受けた。１日日程を
考え、講座内容もしぼってやる必要もある。 

・受講生も年々増加し、取組も意欲的であることから、次年度も本講座の継続した実施が
必要である。また、講座への関心が高まる中、学校関係者への積極的な働きかけを行い
読書ボランティアと学校の連携協力につなげたい。 

 
問合せ先    新潟県教育庁下越教育事務所社会教育課 (担当:武石  由紀)   TEL:025-231-8361 
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事 業 名    平成２４年度子ども読書ボランティアリーダー養成講座(佐渡地区) 
 

目 的  子どもの読書活動を推進するため、読み聞かせ等のボランティアの更なる質の向上を  
目指して講座等を開催し、地域におけるリーダーの育成とネットワークの構築を図る。 

 

実施主体  新潟県教育庁生涯学習推進課・佐渡市立中央図書館 

 

参加対象  子どもボランティアの活動に興味のある方  参加者数   延べ１２０名  
 

回 数   ４回      日 数   ３日       時 間   ８時間  

 

場 所  佐渡市立中央図書館  
 

内 容    

 

回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

10月6日(土) 
13:30～15:30 

講義：「心躍る、絵本の世界へ」 
‐ 絵本の楽しみを子どもたちと ‐ 

新潟大学 非常勤講師 
錦 恵美子 様 

（内容・方法） 
作家が絵本を作るのにどれほどの時間をかけ、読み継がれていくのか、またその絵本に対して子

どもたちがどのように受け止め成長していくかということを、家庭文庫の経験や、絵本の作者の文
章を引用しながら具体的にお話しされた。                      [41名] 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 

10月13日（土） 
13:30～15:30 読み聞かせの技法 ‐ボイストレーニング等‐ フリーアナウンサー 

平井 葉子 様 
（内容･方法） 

読み聞かせでの声の役割と音の効果・発声法について、分かりやすくお話しされた。①声のでる
仕組み ②生の声の効果 ③声の出し方 ④声の出しやすい状態をつくる。という4つの項目ごとに
全体で声を出しながら、自然の声の出し方、腹式の声の出し方を体験することでいい声、響く声が
出せる。                                     [33名] 

３ 

期日・時間 テーマ 講師等 
10月20日（土） 
10:00～12:00 

読み聞かせのための本の選定について  
― まずは一冊の本から － 

元高等学校司書 
野上 千恵子 様 

（内容･方法）「絵本」とは？「読み聞かせ」とは？絵本を選ぶ時のポイント、 読み聞かせのポイ
ントやプログラムを考える事の大切さに関わる講話。                 [23名] 

 
 
４ 

期日・時間          テーマ    講師等 
10 月 20 日（土）
13:00～15:00 

やってみよう読み聞かせ 
 － 読み聞かせの演習・講評 － 

元高等学校司書 
野上 千恵子 様 

（内容・方法） 
 午前に行き続き、午後読み聞かせの実技を行う。その後全員で講評を述べあう。    [23 名]

 
 

成 果 ・毎年、このボランティアリーダー養成講座を楽しみにしている人が多くなり、特に１回
目の錦先生の講義には、ボランティア活動をされていない母親や保育士など多数の参加
者がいた。また、今年度は、読み聞かせをテーマに行ったせいか、初心者も抵抗なく参
加でき好評であった。 

 
課 題 ・毎年開催しているため、受講生が固定化し、初心者との開きが大きくなってきたように

思う。また受講した以上ボランティアグループに登録をお願いしているが登録者が増え
ない。 

 

問合せ先   佐渡市立中央図書館 （担当：渡辺 日出子） ℡：0259-63-2800 
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事 業 名 平成24年度 上越地区 社会同和教育市町村巡回研修会 
 
目 的  県民の同和問題や社会同和教育の在り方について理解を深め、部落差別の解決 

に向けての確かな実践を促すため、広く県内市町村を巡回して研修を行う。 
実施主体  主催：新潟県教育委員会  主管：上越教育事務所社会教育課 
        

参加対象  妙高市（巡回重点地区）、糸魚川市、妙高市      参加者数  １５３名 
社会教育委員、公民館運営審議会委員、ＰＴＡ関係者、  
社会教育関係団体・グループ関係者、人権擁護委員、  
民生委員（児童委員）、教育委員会職員等教育行政関係者、  
小・中・高・中等教育・特別支援学校関係職員 等       

 

回 数  １回       日 数  １日      時 間  ３時間20分  

 

場 所  妙高市立新井中央小学校 

 
内 容    
 

回 期日・時間  テ ー マ 講 師 

１ 

９月13日（火） 

13:15～16:30 

「学校における人権教育、同和教育の取
組を、どのようにして地域で生かして
いくか」  

前上越市教育委員会  
長谷川 新平 様  

内容・方法
 

・開  会  13:10～13:20  進行：上越教育事務所 
 趣旨説明  県生涯学習推進課  西川昌宏 社会教育主事 
・授業参観  13:30～14:15 
       6 年生 1 組（自教室） 6 年生 2 組（自教室） 
・講  話  14:30～15:15 （体育館） 
       演題 「家庭や地域で人権教育、同和教育をすすめるために」 
       講師 前上越市教育委員会指導主事  長谷川新平 様 
・グループ協議  15:20～16:20 
       テーマ「差別はなぜ起こる、なくしていくためにどうする、自分の立場ででき

ること」 
       ワールドカフエ方式、20 グループで実施 
・閉  会  16:20～16:30  進行：上越教育事務所 

 
 
成 果 ・授業参観、講話、グループ協議の３本柱で実施した。また、今回は初めて学校を会

場にして、上越地域社会同和教育の市町村巡回研修会を開催した。概して好評であ
った。参会者の参加比率が以下の点で依然として課題となっている。 

課  題 ・参会者は昨年度よりも教職員以外(一般市民)の参加比率はアップしているが、教
職員の参加者がおよそ６割強を占めている。 
社会同和教育の巡回研修会なので、市民の参加が一層増える研修会にするよう
に、今後一層工夫を加えていかなければならない。 
 

問合せ先   新潟県教育庁上越教育事務所社会教育課（担当：望月正樹） ℡:025-526-9377 
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事 業 名   〔 平成24年度 社会同和教育市町村巡回研修会 〕 
 
目  的   同和問題の正しい理解を深め社会同和教育の実践を促すため、広く県内市町村を巡回

して研修を行う。 
実施主体   主催：新潟県教育委員会（主管:中越教育事務所） 

＜十日町・津南会場＞        
共催：十日町市教育委員会、津南町教育委員会 

        ＜柏崎・刈羽会場＞ 
共催：柏崎市教育委員会、刈羽村教育委員会 

参加対象   十日町市・津南町及び柏崎市・刈羽村にお住まいお勤めの方 
（生涯学習・社会教育関係者、民生委員、児童委員、人権擁護委員、社会教育行政職

員、ＰＴＡ・学校教育関係者、中越管内他市町村の希望者） 
参加者数   ＜十日町・津南会場＞１１７名   ＜柏崎・刈羽会場＞１２４名 
 
回 数   ２回     日 数   各１日     時 間   各３時間５０分  
 
場 所   ＜十日町・津南会場＞十日町市千手中央コミュニティーセンター 

＜柏崎・刈羽会場＞ 柏崎市市民プラザ 
         
内 容 
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

十
日
町
・
津
南
会
場 

７月18日(水) 
13:00～16:50 人権教育・同和教育の啓発 部落解放同盟新潟県連合会 

執行委員長 長谷川 均 様 

内
容
・
方
法 

○ 開会式 ・開会挨拶 中越事務所長 ・祝辞 十日町市教育委員会 
○ オリエンテーション 
○ 説明「県教育委員会の社会同和教育の取組について」 県生涯学習推進課担当 西川昌宏
○ 講義「新潟県の部落差別の実態と同和行政、教育の課題」 
○ グループワーク「同和問題解消に向けて」～今、何をすべきか～ 
○ 閉会式 ・グループワーク報告（代表グループ） ・閉会挨拶  

柏
崎
・
刈
羽
会
場 

９月26日(水) 
13:00～16:50 人権教育・同和教育の啓発 部落解放同盟新潟県連合会 

副執行委員長 嶋田守雄 様 

内
容
・
方
法 

○ 開会式 ・開会挨拶 中越事務所長 ・祝辞 柏崎市教育委員会 
○ オリエンテーション 
○ 説明「県教育委員会の社会同和教育の取組について」 県生涯学習推進課担当 西川昌宏
○ 講義「新潟県内における同和問題」 
○ グループワーク「同和問題解消に向けて」～今、何をすべきか～ 
○ 閉会式 ・グループワーク報告（代表グループ） ・閉会挨拶  

 
成 果    社会同和教育と学校における同和教育の連携を図るために市町村に保護者の参加を

依頼した。柏崎・刈羽会場では、市Ｐ連の協力で保護者の参加が増えた。講師の講義は
現在も続く差別の実態を踏まえた内容で好評であった。グループワークでは、様々な立
場の人と話し合うことで「参考になった」80％「少し参考になった」13％と参加者のほ
とんどが肯定的にとらえていた。研修に参加して「とても良かった」「まあまあ良かっ
た」の感想がそれぞれ69％、29%であった。同和教育の推進に大きな効果があったと考
えられる。 

  
 課  題   本研修会で同和問題や学校での同和教育の取組について、初めて知った保護者や地域

関係者が多く見られた。義務教育課の事業等とも連携を図りながら、学校・家庭・地域
と連携した研修会を企画する必要がある。 

 
 
問合せ先  新潟県教育庁中越教育事務所社会教育課（担当：島田 敏夫） TEL 0258-38-2652 
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事 業 名   平成２４年度 小・中・特別支援学校ＰＴＡ指導者研修会  
 
目 的  心身ともに健全な児童生徒を育成するＰＴＡ活動の活性化を図るため、ＰＴＡ活動に関

する研修を行い、指導者としての資質の向上を図る。 

 

実施主体  主催：新潟県教育委員会(主管：下越教育事務所)  共催：開催市教育委員会 

 

参加対象  小・中・中等・特別支援学校のＰＴＡ   参加者数   ２２１名 
役員及び会員、教職員、行政職員等           (下越会場１４２名 佐渡会場７９名) 

 

回 数  各１回    日 数  各１日  時 間  下越会場３.５時間、佐渡会場５時間 

 

場 所  １回目：胎内市産業文化会館  ２回目：佐渡市トキのむら元気館 

 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

 ６月２２日 
３.５時間 「学校と家庭、地域をつなぐＰＴＡ活動の工夫」 新潟市立青山小学校 

 校長 真柄 正幸 様

１ 

内
容
・
方
法 

○講演  「今が好機！ ＰＴＡ関係者への期待」  
主な講演内容 

・学校を取り巻く状況について（①第３の改革と第３の教育改革、②教育基本法の改正、 
③学校教育法の改正、④学習指導要領の改定） 

・ＰＴＡ活動に求められるもの（①子どもたちの生きる力をはぐくむ、②学校・家庭・地域
を結ぶ要としての役割、③親としての成長の機会） 

・ＰＴＡ活動の実際から 
○分散会(ワークショップ)  
・各ＰＴＡの取組と課題から、共通課題を設定し、その解決策を話し合った。最後にポスタ

ーセッションの形式で発表した。 

 
 
２ 

 期日・時間 テーマ     講師等 
 ６月２６日 
   ５時間 「学校と家庭、地域をつなぐＰＴＡ活動の工夫」 新潟市立青山小学校 

校長  真柄 正幸 様 

内
容
・
方
法 

○講演  「今が好機！ ＰＴＡ関係者への期待」  
主な講演内容 

・学校を取り巻く状況について（①第３の改革と第３の教育改革、②教育基本法の改正、 

③学校教育法の改正、④学習指導要領の改定） 
・ＰＴＡ活動に求められるもの（①子どもたちの生きる力をはぐくむ、②学校・家庭・地域

を結ぶ要としての役割、③親としての成長の機会） 

・ＰＴＡ活動の実際から 

○分散会(ワークショップ)  

・各ＰＴＡの取組と課題から、共通課題を設定し、その解決策を話し合った。最後に、全員
の前で発表した。 

 
成 果  ・ＰＴＡ役員、学校教職員等に学校・家庭・地域の連携の大切さとＰＴＡとして取り組

む方向の示唆を与えた講演であった。また、参加者の評価は、「大変よい･よい」が100％
（佐渡）、99％（下越）だった。分散会では、各単位ＰＴＡが地域との連携のための
課題と解決について情報交換した。参加校率（佐渡100％、下越91.7％） 

課 題  ・分散会のグループの人数が多かったため、話す機会が少ない人もいた。次年度は、グ
ループの人数を検討していく。 

・佐渡市では小中連携校として統合され、ＰＴＡも減少した。今後、学校の統廃合が予
定されており、参加人数は減少傾向にある。内容等を含め、今後検討する必要がある。 

 
問合せ先  新潟県教育庁下越教育事務所社会教育課（担当：渡邉 和德）TEL：025-231-8361 
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〔事 業 企 画 力 ス キ ル ア ッ プ 研 修 会 〕

地域の様々な課題に対応した学習機会の充実を図るために、事業企画立案のポイン
トやその手法について学び、資質能力の向上を図る。

新潟県立生涯学習推進センター
市町村生涯学習・社会教育関係職員・ＮＰＯ等 ３１名

１回 １日 ５時間

新潟県立生涯学習推進センター

回 期日・時間 テーマ 講師等
６月１９日(火) 「事業企画力のスキルアップと実践意欲 新潟大学大学院

を高める。」 准教授 雲尾 周 様
10:00 ～ 16:00

研修１ 講義「事業企画力のポイント」（10:00 ～ 12:00）
始めに参加者同士、自分が企画した事業でうまくいった事業について交互にイ

ンタビューし合い、紙にまとめた。特に、うまくいったと思われる促進要因につ
いて洗い出す作業を行った。

次に講師から、地域の把握から学習課題へについてでは、地域を知り実態を把
握した中から、必要課題が出てくることや住民の学びたいことが要求課題である

内 ことが説明された。学習課題は、要求課題と必要課題をとりまぜながら、設定す
１ 容 ることが大切であると話された。

・
方 研修２ 講義・演習「事業企画づくりについて」（13:00 ～ 16:00）
法 講師からイベントの基本的な構成要素である６Ｗ２Ｈの説明を受けた参加者

は、うまくいかなかった講座の阻害要因を６ W ２Ｈに照らして、個人で検討し
てからグループで発表し合った。その後、イベント企画のポイントは、手段と目
的が明確であることやイベントのプロデューサー・ディレクター、スタッフに求
められる能力について説明された。

最後に、もう一度自分が持ってきた事業企画を６Ｗ２Ｈと促進要因・阻害要因
を意識して作成し直し、その企画をグループ内で朱書きを入れながら意見交換す
る作業を行った。自分の考えた企画が、グループの人から意見をもらうことによ
って、更に企画がよくなることを実感できた受講生が多かった。

・事業企画づくりは、参加者にとって仕事と直接結びついている課題である。
講師だけでなくグループワークをとおして、参加者同士が情報交換しながら、
自分の企画を作成することができた。企画づくりで大切なポイントを学ぶこ
とできた。

・研修会の満足度・今後の活動に役立つかのアンケート調査でも、いずれも１
００％であり受講者は満足したと考えられる。

・市町村だけでなくＮＰＯ等にも対象者を広げることによって参加者が増えた。
・市町村だけでなくＮＰＯ等にも対象者を広げたが、多様なニーズに応えなが

ら企画力をスキルアップさせる研修内容を考えていくことが今後の課題であ
る。

新潟県立生涯学習推進センター学習振興課（担当：田邉寿夫）TEL：025-284-6110

事業名

目 的

実施主体
参加対象 参加者数

回 数 日 数 時 間

場 所

内 容

成 果

問合せ先

課 題
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〔リ ー ダ ー 等 研 修 会 〕

新潟県の様々な地域課題に対応した生涯学習・社会教育の推進が求められている中
で、課長・係長・公民館長・社会教育主事等の専門性を高め、資質・指導力の更な
る向上を講義と演習で図る。
新潟県立生涯学習推進センター
市町村生涯学習・社会教育関係課長・係長、公民館長、県・市町村において社会教
育主事として発令されている方、ＮＰＯ・ＰＴＡ等の団体役員

３２名

１回 １日 ３時間

新潟県立生涯学習推進センター

回 期日・時間 テーマ 講師等
９月２５日(火) 「地域の教育力を高めるこれからの社会 神戸大学大学院

10:00 ～ 16:00 教育の方向性を考える。」 教授 松岡 広路 様
研修１ 講義「新しい公共」と「ソシオ・エデュケーション・社会教育」

（13:30～15:05）
ＥＳＤとは「ゆっくりと生活を考えて社会を考えましょう」という説明から入

り、「新しい公共」について説明された。新しい公共としてのＮＰＯの中にも、
利益追求や理想実現のために互恵精神で携わっていないような問題点を示され

内 た。そのために、「公共圏」（対話的公共性の高い場）と「親密圏」（家族・親友）
容 との間をつなぐ、サブ公共空間が大切であるとして、互いに境界のある多様な人

１ ・ 々が出会うことのできる取組や人が希望をもち、新しいコミュニティが生まれる
方 取組を実践を交えて説明された。そして、社会の中のあらゆる教育的機能を含む
法 「ソシオ・エデュケーション」について説明された。

研修２ 演習「ワールドカフェ（意見交換会）」（15:15～16:30）
「社会教育再生への道のり」と題して、５人グループとなり１３分毎に違うグ

ループに移り（３回）情報交換するワールドカフェツアーを体験した。以下の項
目の中から自由に話し合いを行った。

１ 「教育」の観念からいったん自由になる。
２ 原則＝「初めにボランタリズム・自発的行為がある。
３ エンパワーメントのために、あらゆる方法を駆使する。
４ 福祉・カウンセリングの世界とつながる。
５ 多様な人が出入りする小さなコミュニティを大切にする。
６ 地球的・汎社会的課題の解決のための活動を行う小さなコミュニティを大

切にする。
７ 小さなコミュニティ同士が出会える空間・イベント・きっかけをつくる。
８ 「マルチ・ステータスホルダーズ・コミュニティ」の創成！

・研修会の満足度は、９６％の受講者が成果があったと答えている。講義及び
グループワークにおいて大勢の参加者と意見交換できたことで満足したと考
える。

・各事務所と連携し市町村等へ働きかけを行ったことやＮＰＯ・ＰＴＡ団体等
へも広報したことで、３０名を超える参加者があった。

・講義及び演習の時間が短いという参加者の声があった。リーダー的な立場の
方に１日参加の時間設定は難しいのではないかと考え半日設定にしたが、松
岡先生の楽しく分かりやすい講義及び演習でそう感じたと考える。

新潟県立生涯学習推進センター学習振興課（担当：田邉寿夫）TEL：025-284-6110

事業名

目 的

実施主体
参加対象

参加者数

回 数 日 数 時 間

場 所
内 容

成 果

問合せ先

課 題
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事 業    青研スキルアップセミナー 
 

 
目 的    青少年指導者としての専門的な知識・技術を体験的に学び、地域や職場における指導

者の養成及び資質の向上を図る。      
 

実施主体 新潟県立青少年研修センター 
 

参加対象 １８歳以上の方（高校生を除く） 
 
参加者数 延べ５５名     回 数   ２回  日 数  第1回日帰り 第2回１泊２日 

 
場 所 新潟県立青少年研修センター 

 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

4月29日(日) ここがポイント！自然体験のツボ³！ たいない自然学校 
   佐藤 陽志 様   

内
容
・
方
法 

・角田山登山と野外活動の危機管理についての講義をとおして、自然にふれあう楽しさを体験
するとともに安全な野外活動の基本的な知識・技術を身につける。 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 

5月12日(土)～ 
5月13日(日) レクリエーション 

新潟県ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会 
   本田 史朗 様 
   田嶋 雄洋 様 

内
容 
・ 
方
法 

・レクリエーション実習をとおして、基礎的なレクリエーションの指導法を研修するとともに
望ましい人間関係のあり方について学ぶ。 

 
 
 
成 果   ・地域や職場でのリーダーが事業を企画する際の知識・技術及びヒントを十分に提供で

きた内容である。 

 

課 題  ・より多くの方々から参加していただくために、開催期日やＰＲの方法を検討していく
必要がある。  

 

問合せ先 新潟県立青少年研修センター 研修課  ＴＥＬ：０２５６－７７－２１１１ 
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事 業 名    グループワークトレーニング研修 
 

 
目 的  グループワークトレーニング研修をとおして、青少年指導者の資質や指導力の向上を 

図る。 
 
実施主体  新潟県立青少年研修センター 
 
参加対象  １８歳以上（高校生を除く） 
 
参加者数  ２７名 
 
回 数  １回       日 数  各回１泊２日                
 
場 所  新潟県立青少年研修センター 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

１１月１７日（土）～
１１月１８日（日） 

グループワークトレーニングを体験し、関
係力を磨く。 

日本グループワークトレーニ
ング協会 
      三好 良子 様 

内
容
・
方
法 

・自分の対人関係のあり方に気づく 
・コミュニケーションスキルについて学ぶ 
・他者と協働するスキルについて学ぶ 
・ホスピタリティーについて学ぶ 
・磨かれた関係力を生かして 

  

 
成 果  ・本事業は、異年齢・異業種で行われるため、新鮮であり収穫が多いという意見が 

ある。普段では経験することのできない交流が生まれる機会になっている。 
・研修した内容を職場や地域で生かしたいと考え参加する方が多い。今年度も多くの 
スキルを持ち帰ることができたという声が多かった。 

 
課 題  ・スケジュールにゆとりを持たせてほしい。自由時間や休息時間にフリートークができ 

るような時間がほしいという意見があった。日程について検討していきたい。 
・リピーター率が高くなることで、初心者が入りにくくなるという危険性もある。経験

者と初心者をどう位置付けていくかを考えていきたい。 
 
 
問合せ先  新潟県立青少年研修センター 研修課 ＴＥＬ：０２５６－７７－２１１１ 
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事 業 名    物づくり体験塾in越前浜 
 
 
目 的  当センター近隣地域で活動されている芸術家・作家の方々に指導を依頼し、物づくりの

様々な創作活動の研修を行うことで、地域との連携・協力体制を深め、さらに協働して青
少年育成に取り組む気運を高める。 

 
実施主体  新潟県立青少年研修センター 
 
参加対象  小学生以上の県民 
 
参加者数  延べ４５名     回 数   ２回      日 数  各回 １日 
 
場 所  新潟県立青少年研修センター 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

11月4日(日)  栗の葉染め～ねずみ色～コットンバッグ染め体験 染物作家 
   星名 康弘 様   

内
容
・
方
法 

・身近な材料（センター敷地内の栗の葉）を染料に使い、コットバッグ染めを体験する。 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 

12月2日(日) 片貝木綿を使用してつくる手縫いの帽子 帽子作家 
   谷  和彦 様 

内
容 
・ 
方
法 

・片貝木綿を使用してつくる帽子づくりをとおして、本物の「こだわり」にふれ、物づくりの
楽しさを味わう。 

  
 
成 果  ・参加者は、物づくりの醍醐味を十分味わうことができた。当日キャンセルがあったが、

第１回の参加申込みは定員を上回っており、内容は参加者のニーズに合うものであっ
たと言える。 

 
課 題  ・車いすでの移動を要する参加者対応等、公的機関として施設内バリアフリーは必要で

ある。 
  

 
問合せ先 新潟県立青少年研修センター 研修課  ＴＥＬ：０２５６－７７－２１１１ 
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〔美 術 鑑 賞 講 座 〕

芸術鑑賞に関する基本的な理解、専門的な知識を身に付ける。

新潟県立万代島美術館
一般県民 １２０名（2012年 12月まで）

５回 ５日 各回１時間３０分

NIICOプラザ会議室（新潟市中央区万代島 5-1 万代島ビル 11階）ほか

回 期日・時間 テーマ 講師等
６月１０日(日) 県立近代美術館学芸課

メアリー・ブレア 魔法の色彩 課長代理 宮下 東子
14:00 ～ 15:30

１ 内
容 「メアリー・ブレア原画展」の開催にあわせ、作家の生涯と作品について、特に
・ ディズニーでの仕事を中心に、出品作以外の画像も交えながら詳しく解説した。参
方 加者は、２８名であった。
法
８月５日（日） 県立近代美術館業務

14:00 ～ 15:30
シャガールとロシア 課長 桐原 浩

内２ 容 「シャガール展２０１２」の開催にあわせ、シャガールと出身地ロシアとの関係
・ について時代を追いながら解説した。参加者は、４２名であった。
方
法
８月２６日（日） 県立近代美術館

14:00 ～ 15:30

シャガールとエコール・ド・パリ 主任学芸員
今井 有

３ 内
容 「シャガール展２０１２」の開催にあわせ、第一次世界大戦を挟むシャガールの
・ 二度のフランス滞在期について、同時代にパリで活躍した画家たちや画壇の動向な
方 どにも触れながら紹介した。参加者は５０名であった。
法
１月２７日（日） 県立近代美術館

14:00 ～ 15:30

ターナーと風景画の歴史 主任学芸員
今井 有

４ 内
容 印象派を先取りしたといわれるイギリスの巨匠、ターナーの風景画の特徴とその
・ 革新性について、西洋風景画の展開に位置付けながら紹介する。
方
法
２月１７日（日） 県立近代美術館業務

幻視の画家 ブレイクとマーティン 課長 桐原 浩

５ 内
容 特異な創造力に満ちた作品が後続の創作者にも影響を与えたウィリアム・ブレイ
・ ク〔1767 ‐ 1827〕。叙事的な風景を劇的な描写で幻想味の溢れるものにまで昇華
方 させたジョン・マーティン〔178 ‐ 1854〕。英国美術の中でも独特の位置を占める
法 彼らの仕事を紹介する。

・開催中の展覧会の理解を深めていただく一助となった。

・来館者が気軽に参加でき、より興味をもてるテーマの設定。

新潟県立万代島美術館（担当：今井 有）TEL：025-290-6655
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〔ギ ャ ラ リ ー ・ ト ー ク 〕

展覧会の出品作家の作品について理解を深める。

新潟県立万代島美術館
一般県民 ４２０名

６回 ６日 各回約１時間

万代島美術館展示室

回 期日・時間 テーマ 講師等

１０月６日（土） ミヅマアート

14:00 ～ 15:00

三潴 末雄 ギャラリー・トーク ギャラリー
代表 三潴 末雄 様

１ 内
容 「ジバング展―沸騰する日本の現代アート」の開催にあわせ、本展の特別協力者
・ であるミヅマアートギャラリー代表三潴 末雄氏が、展覧会会場を巡りながら作家
方 や作品について語った。参加者は、５０名であった。
法

作家
１０月１３日（土） 三瀬 夏之介 ギャラリー・トーク 三瀬 夏之介 様

14:00 ～ 15:00

２ 内
容 「ジバング展―沸騰する日本の現代アート」の開催にあわせ、本展の出品作家で
・ ある三瀬 夏之介氏が、制作の意図や作品への思いについて語った。参加者は、５
方 ０名であった。
法

作家
１０月１３日（土） 鴻池 朋子 ギャラリー・トーク 鴻池 朋子 様

14:00 ～ 15:00

３ 内
容 「ジバング展―沸騰する日本の現代アート」の開催にあわせ、本展の出品作家で
・ ある鴻池 朋子氏が、制作の意図や作品への思いについて語った。参加者は、７０
方 名であった。
法
１１月３日(土) 作家

0 JUN ギャラリー・トーク 0 JUN 様
14:00 ～ 15:00

４ 内
容 「ジバング展―沸騰する日本の現代アート」の開催にあわせ、本展の出品作家で
・ ある 0 JUN 氏が、制作の意図や作品への思いについて語った。参加者は、３５名
方 であった。
法
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－ 112 －

回 期日・時間 テーマ 講師等

１１月１７日（土）
作家

14:00 ～ 15:00

青山 悟 ギャラリー・トーク 青山 悟 様

内５ 容 「ジバング展―沸騰する日本の現代アート」の開催にあわせ、本展の出品作家で
・ ある青山 悟氏が、制作の意図や作品への思いについて語った。参加者は、３５名
方 であった。
法
１２月１日（土） 作家

14:00 ～ 15:00

会田 誠 ギャラリー・トーク 会田 誠 様

６ 内
容 「ジバング展―沸騰する日本の現代アート」の開催にあわせ、本展の出品作家で
・ ある会田 誠氏が、制作の意図や作品への思いについて語った。参加者は、１８０
方 名であった。
法

・出品作家の言葉を直接聞いてもらうことにより、作品や制作への理解を深め
てもらうことができた。

・参加者数が多い場合は、会場内が混み合うことになってしまった。

新潟県立万代島美術館（担当：今井 有）TEL：025-290-6655
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〔ギ ャ ラ リ ー ・ ト ー ク 〕

展覧会の出品作家の作品について理解を深める。

新潟県立万代島美術館
一般県民 ６５名

２回 ２日 各回約１時間

万代島美術館展示室

回 期日・時間 テーマ 講師等

１０月２０日（土） 桐原 浩

14:00 ～ 15:00

教えて！現代アート TeNY アナウンサー
大平 真理子 様

１ 内
容 「ジバング展―沸騰する日本の現代アート」の開催にあわせ、当館学芸員と TeNY

・ テレビ新潟アナウンサーが、主に現代美術の鑑賞法や作品について、展示室を巡り
方 ながら語った。参加者は、３０名であった。
法

高 晟埈
１１月１０日（土） 教えて！現代アート TeNY アナウンサー

14:00 ～ 15:00 久保田 紗也加 様

２ 内
容 「ジバング展―沸騰する日本の現代アート」の開催にあわせ、当館学芸員と TeNY

・ テレビ新潟アナウンサーが、主に現代美術の鑑賞法や作品について、展示室を巡り
方 ながら語った。参加者は、３５名であった。
法

・わかりにくいと敬遠されがちな現代アートについて親しんでいただく良い機
会となった。

・特記事項なし

新潟県立万代島美術館（担当：今井 有）TEL：025-290-6655
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